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 第Ⅰ部は指示代名詞の複合形ソコソコおよびカレコレを取り扱う。第 1 章では、ソコソコの用法を名詞用法、
程度副詞用法、複合辞用法、接尾辞用法その他に分け、文献資料においてこれらの用法がいつどのように現れた
かを検証している。この中で、具体的な空間的な意味が抽象的な状況を表す意味へと変化していったことを、メ
タファー拡張によるものと捉える考え方を示している。第 2 章ではカレコレを取り扱い、中古では代名詞であっ
たこの形式が現代語では連体詞になっていることを取り上げ、その推移の過程を資料により明らかにしようとし
ている。この中で、軍記物に用いられたことの影響、主要な指示詞からカ系列が退いたことが要因であると捉え
ている。第Ⅱ部では指示副詞ト、カクから生じたトカク、トニカクを取り上げる。第 3 章では、トカクの語義変
化、特に今日のトカクが持っているマイナスイメージがいつ、どのように生じたかという点に焦点を当てて論じ
ている。その要因として、中世以降に否定表現との共起が増加したこと、近代に不可能表現と多く結びついたこ
とを挙げている。第 4 章ではトニカクを取り扱う。この表現は、命令・意思表現を修飾したり、状況を提示した
上でそれを留保する意味を表したり、「αハトニカク、β」という複合辞として用いられたりするなど、多彩な用
法を持つが、その変化の過程と由来を資料から説き明かそうとしている。第Ⅲ部第 5章では、「真剣そのもの」の
ようなソノモノの用法が、翻訳語として生じた過程についてスケッチを示している。第Ⅳ部では、ここまでの観
察をまとめて、指示代名詞や指示副詞であったものが品詞性を変え、より文法的な成分へと転成していくなかで、
指示性の喪失、複数性の喪失が伴われている点を捉え、文法化の過程として捉えうることを述べている。 
 
【論文審査の結果の要旨】 
 指示詞という、古来日本語では大変使用頻度が高い主要な語彙は、一方で複合や派生により多彩な語彙を生み
出し、またその意味も大きく変化させてきた。このように特徴ある語群であるにも関わらず、従来十分な光が当
ててこられなかったこの領域で、本論文により初めて本格的な総合的な考察が加えられたと言ってよいであろう。
本論文の特徴は、歴史文献を精査し、おのおのの変化の起こった時期を的確に取り出していること、またメタフ
ァー拡張や文法化など、語義変化の理論を援用して説得力のある説明を施している点などが挙げられよう。こと
に、いずれの用法においてもモノ、ヒト、トコロ等の具体的な指示を担っていた形式が指示性を曖昧にしていく
とともに文法形式も変化している点を捉えることができた点は高く評価できる。 
 しかしながら、本論文には目に付きやすい弱点も少なからず見られる。例えば多くの資料を調査対象としては
いるが、文書資料など特定の分野は（今日では電子化されて簡単に参照できるにも関わらず）放置されているた
め重要な用例を取りこぼしている点、論理的な詰めが甘く、十分に検証されないまま仮説が積み上げられる点、
日本語には認められない文法的な「数」の概念を軽々しく持ち込んで論証に用いようとしている点など、十分な
説得性を持ち得ない箇所もいくつか見られる。 
 とはいえ、「複合指示詞」あるいは「指示詞からの派生表現」という領域が意味的、構文的に興味深い問題をは
らんでおり、今後の研究への先鞭をつけたという点で本論文の成果は十分評価できる。以上の点から、本論文を
学位申請論文としてふさわしいものと結論づけられる。 
